
2020 年 4 月 20 日 
日本現代中国学会関西部会大会参加予定会員各位 
                         日本現代中国学会関西部会事務局 
 
   2020 年度日本現代中国学会関西部会大会の開催形態の変更について 
 
 ご存じの通り、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が全国に広げられ、各種の学校が
休校となる他、諸学会も開催中止や開催形態の変更を迫られております。 
 日本現代中国学会関西部会事務局は会員の感染防止を最優先するとともに、会員の研究
交流の場を確保するため、対面形式での開催は取りやめ、すべてオンラインでの実施とする
ことを決定しました。 
 【共通論題 シンポジウム】 
共通論題についてはビデオチャットツールである Zoom を用いて同期(リアルタイム)で

実施することとしました。 
関西部会事務局がホストとなり、会員は関西部会事務局から送られたメールにある URL

をクリックするだけで、必要なソフトがダウンロードされ、また、ミーティングルームには
入れるようにします。URL は追ってご連絡します。ただし、ソフトウエアの設定に若干の
時間が必要ですので、事前にソフトウエアのダウンロードをお願いします。アップグレード
をしない限りは無料です。 
回線容量の問題からビデオ形式で質疑に参加できない場合でも、テキストによる質疑が

可能とします。 
【共通論題】 
 日時：2020 年 5 月 30 日（土） 
 会場：無。Zoom 上での開催。 
 テーマ：「文化消費のグローバル化と中国」 
 13:30～13:40 司会・趣旨説明：中川凉司（立命館大学） 
 13:40～14:25（文学）上原かおり（フェリス女学院大学） 
   中国 SF 文学の発展とグローバル化 
 14:30～15:20（映像）中根研一（北海学園大学） 
   中国特撮/アニメ製作の発展とグローバル化 
 15:25～16:30 質疑応答  

 
【自由論題】 
自由論題については、非同期（ノンリアルタイム）とし、発表内容を文書化し、コメント、

質疑を行うことで実質的な学会発表とすることと致しました。詳細は別途お知らせします 
                                      以上 


